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福祉施設 に通 う知的障害者の体調不 良を発見す るための方策
日隠 七重*・ 鈴木 純 恵**
要 旨
知的障害者は 自分の体調の変化を正確 に表現する ことが困難な場合があるため、知的障害者の健康管
理には施設職員の観察や判断が不可欠で ある。本研究 において、知的障害者が通所 している某作業所(福
祉施設)の職員9名 への半構造化面接 を通 して、そ の施設を利用している知的障害者の変調を早期 に発
見す るための方策を明らかにす ることを試みた。
その結果、職員は訴えのない知的障害者の変調を早期発見す るためには、まず、健康ファイルの活用
等の6項 目の手がか りをもとに対象者の通常の様子 を把握 し、対象者に起 こりそ うな変調を予測 して関
わって いた。次に、変調を発見 した後、丁寧な問診 と触診等の5項 目の情報収集方法をもとにその原因
を判断していた ことが明 らか になった。しかし、利用者のもつ障害の特異性な どか ら変調の発見やその






Measures to detect signs of medical problems of mentally 
    deficient persons who commute to a welfare work 
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1.は じ め に
知的障害者は 自分で体 調の変化に気付き、それ















験を通 して独 自の観察ポイン トを培ってきている
のではないか と考える。














lll.用語 の 定 義
本研究 にお いて、職員 の面接を通 して、職員が
知的障害者の体調の見極 め検討を、通常の状態、
通常 とは違 う状態(変 調)、異常な状態 に分けて
行っていた。そ こで、これ らの用語 を以下のよう
に定義した。
1.通常 の状態















を健康状態の変化 と同義 として使用 し、良い変




▽好ましくない意 を込 めて使 うことが多 い」8)で
ある。ここでは、健康状態 について、異常 という
ときは、単に通常 と違 うというだけでな く、確実
に何か悪い状態が存在 していることを表わす。ま
た、病気 の診断 まで に至 らないような、日常の体
調の悪化(例 えば疲労か らくる発熱)について も
「異常」とする。
4.気 分











作業所)の職員9名 であ り、男性3名 、女性6名
であった。作業所の職員は全員で24名(男女比1:









)、②1日 戸外 ・室内労働班(その 日の体調に合わ
せて戸外 と室内の作業を選択して取 り組むグルー
プ)、③1日 室内労働班(1日中室内で主に内職の
仕事 をす るグループ)、④半 日室内労働班(半 日
だけ内職の仕事に取 り組み午後はレクリエーショ
ンをして過 ごすグループ)であった。
2.デ ー タ収集 ・分析
作業所職員 に対 して半構造化面接 を行 った。利
用者の生活や作業所での取 り組み、職員の活動の









(2)体調の変化 に気付 くために注意 しているこ
とがあるか、またそれは何か。
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(3)それぞれの利用者 に起 こりやす い症状や罹







業所が特定 されないよ う配慮することを約束 し、
面接の中途拒否の 自由を保障 した。データ分析
は、逐語録か ら利用者の体調管理に関す る内容 を
抽出 した。次に、これ らの内容の類似性 によ り分
類 ・抽象化し、カテゴリー化 した。さらに、カテ
ゴ リー内の共通性をそ のカテゴリーの表題 とし
た。分析の客観性は研究者 間で研究 の全過程 を
共 同で検討する ことによ り確保 した。
V.結 果
1.被面接者 の背景
被面接者の背景を表1に 示 した。面接時 間は一
人平均約40分であった。場所は作業所内の空き
部屋 を利用 し、1対1で 行った。
表1被 面接者の背景
性別 年齢 職種 経験年数 職務
1 女性 40代 看護師 病棟4年 ・当施設8年 目 全体の健康管理
2 男性 30代 一般職(社会福祉主事) 当施設10年目 1日室内労働班班長
3 男性 20代 一般職(社会福祉士) 当施設4年 目 1日戸外労働班班長
4 男性 30代 一般職
(社会福祉士 ・介護福祉士)
当施設5年 目 1日戸外労働班職員
5 女性 30代 一般職(教 員免許所有) 当施設8年 目 1日戸外 ・室内労働班
班長
6 女性 30代 一般職(ヘルパー) 重度知的身体障害者施設3年
当施設2年目
半日室内労働班職員
7 女性 20代 一般職(無 資格) 当施設3年 目 1日室内労働班職員
8 女性 20代 栄養士 当施設3年 目 給食の献立と調理
9 女性 20代 調理師 当施設4年 目 給食の調理
二23
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2.訴えのな い利 用者 の変調 を早期 に発見す
るため の手 がか り
知的障害や 身体障害のために変調 を自覚す る
ことや、 自発 的に訴える ことがで きない利用者
の変調 を発見 するため の手がか りを分析 した結
果、6つ のカテゴ リー に分類す る ことができた
(表2)。以下 に6つ のカテゴ リーについて詳述す
る。
1)通 常 の様 子 を把 握 した 上で通常 との違 い
か ら変 調 に気付 く
ほとんどの職員が、利用者の様子を 「いつ もと
ちょっと違 うな」と感 じる ことか ら利用者の変調
に気付いていた。つま り職員は、利用者が通常 と
違 う行動をとる ことは、体 調不良や精神的に不安
定 になっていることを言葉で表現できないために
生じていると考 え、通常 とは違 う行動か ら利用者
の異常 に気付 くことが多かった。職員が利用者の
通常 とは違 う行動 に気付 くためには、利用者の通
常の様子を把握す る必要があった。通常の様子 を
把握す るための手段 としては、①家族 との面談 、
②家庭訪問、③ 経験豊富な職員 か らの情報収集、
④定期的なバ イタルサイ ンズの測定、⑤声か け
に対する反応 、⑥表情、視線、⑦作業への集 中
力、⑧食事 中の利 用者の様子 、⑨ 排泄 の状況、⑩
月経期間中であるか否かの観察 を行 い、利用者
に関する情報 を収集 していた。
2)壮 年期 特有 の健康 問題、原疾 患か ら注意





化 し、亡 くなるという転帰 をとることが多 いこと
を職員は経験 して いた。また、立って歩 いていた
人が、急に膝が悪 くな り、立っ ことがで きな くな
る人 もいた。あるいは、突然低体温 になる ことや、
さらに、元気で明る く活発 に運動 していたのに、

















ようなスペースを作 るよう配慮 して いた。また、
ある作業 に強い こだわ りが ある利用者 に対 して
は、 こだわ りに固執 しすぎてパニ ック状態 に陥
り、発作を起 こす ことがないよう作業内容の調整
につ いても配慮 して いた。















な どが起き、病気になった ときはその ことも記載
していた。発作の型は年々変化 してい くので、発
作の状況 を記録す ることで、よ り重症化 している
ことなどを経年的に確認することができるように
していた。












化 を見落 とす ことを防いでいた。
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6)物 的環境や 人的環境 の変化、季 節や 天気
の変 化
利用者は生活環境の変化や季節・天気の変化に
敏感で、体調を崩す ことや、発作 を起 こしやす く
なるので、住環境 ・気象の変化や家族構成に変化
があった ときには注意して利用者の様子 を観察 し
ていた。また、工事の音で気分を悪 くすることや、
予定 していた時間通 りに物事が進まないときに変
調 をきたす人 もいたので、そのよ うな点にも配慮
しなが らかかわっていた。
3.利用者 の変調 の原 因や 漠然 とした訴 えの
内容 を判 断す るための情報収 集方法
利用者の変調 に気付 いた後、その原因を判断す








・昼食時間や休み時間な どの仕事以外の時間の様子 を観察す る
・作業所に来 る前の時間か らの症状 を確認する
・その時の様子だけでな く、1日か けて様子を観察する





D計 測 によ る情報 収集(バ イ タルサ イ ンズ
の測 定)
利用者の訴えを客観的に判断す るために、訴え
や通常 と違 う行動が見 られれ ば、必ずバイタルサ
イ ンズの測定 を行 っていた。
2)家 族や グルー プホー ム職員 との連絡、情
報 交換




が違 う利用者 もいるので、家庭 と密に連絡を と
り、利用者の言動の意味の把握に努め、異常の表
出かどうかについて判断 して いた。また、変調や
訴えはあったが他 に異常がな く、特に問題な く作
業所で過 ごす ことができた として も、連絡帳で作
業所での様子やバイタルサイ ンズを伝え、家庭で
の注意を促 していた。




えば、仕事 をした くないか ら休みた い)から出て
いるのか、本 当に異常の表出なのか を判断す るた
めに、仕事場面だけでな く食事中や休み時間など













4)丁 寧 な 問診 と触診
利用者は言葉だけで症状をうまく説明す ること
が難 しく、「しんどい」 という言葉が どこの どの
ような不調を訴えているのか明確でないことが多
いことが述べ られていた。また、利用者が身体 の
部位 を言 うときに、言葉で正確 に表現できない こ
とがあるので、実際に指を差 して もらうことや、









者 とのかかわ りの中で蓄積 してきた情報をもとに
行っていた。利用者か ら何か訴 えがある時や、利




子 を観察 しなが ら原因を特定 していた。経験 がな
ければ判断できない部分はあるが、アセスメ ント











けそれ を表現す るということが大変下手 です 。」
10)とあるよ うに、知的障害 を持つ利用者 にとっ
ては自分の体調の変化 に気づ くことす ら困難な場
合がある。そのよ うな利用者の変調にいち早 く気
付 くためには、「『いつ もと違う』ことの発見は『い
っ もの様子 』をよ く知っていることが不可欠な前
26
提にな ります。それはその人のキ ャラクター を始
め、その人の表現の癖、健康的な癖(中略)も含 め
て知っている とい うことです。」11)とあるよ う
に、「訴 えのない利用者の変調を早期 に発見 する
ための手がか り(表2)」の視点を常に考慮 しな
が ら利用者 とかかわ る必要が あることが示 され
た。しかし、利用者は年齢 も性別 も障害の程度 も
合併症 もさまざまであ り、利用者全員 に共通 して
使用できる変調発見のための枠組み というものは
ない。この ことか ら、利用者の体調不 良を早期発
見す る上で、まず 「変調 に気付 く」こと自体が困
難であるということが言える。一般 の入院患 者な
どは、すでに体調不良を 自分で 自覚 して表出 した
ことで治療が始 まる。また、自分の症状 をうまく





た上で、変調が起 きる可能性を予測 しなが ら職員
が変調や異常に気づく必要があることが明らかに
なった。














は、よ り多 くの情報 を集めて考察 して いく必要が
ある。そ こで、職員 同士が持っている情報を共有
する ことは、変調の原因を特定す るために必要で
















た。また これ らの手がか りか ら、利用者の通常















Vll1.本研 究 の限 界
本研究は一施設を対象とした調査であるため、
施設利用者の障害の程度や、施設に求められ る役
割が異なる場合の ことは明 らかになってお らず、
一般化するには限界がある。
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